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事業完了報告書 

提出⽇：   年   ⽉   ⽇ 

１．事業概要 
（１）実 ⾏ 団 体 名：特定⾮営利活動法⼈⼦どもシェルターモモ
（２）事 業 名：児童養護施設等を退所後に困難を抱えた若者⽀援の充実・強化事業
（３）事 業 実 施 期 間：2020 年 8 ⽉〜 2023 年 3 ⽉
（４）資⾦分配団体名：中国 5 県休眠預⾦等活⽤コンソーシアム

2．規程類の整備・運⽤実績 
いずれかにチェック☑をつけていただき、項⽬ごとの設問に回答してください。

（１）事業期間に整備が求められている規程類の整備は完了しましたか。

þ 完了  ／ ☐ 整備中

→上記で「整備中」を選択した場合、整備できていない理由を記載してください。また、事業開始時と⽐較して、整備

状況が改善された点を記載してください。

（２） 整備が完了した規程類を⾃団体の web サイト上で広く⼀般公開していますか。

☒ 全て公開した  ／  ☐ ⼀部未公開  ／  ☐ 未公開

→上記で「⼀部未公開」または「未公開」を選択した場合、その理由と公開予定⽇を記載してください。

https://shelter-momo.org/cgi-bin/topics/index.cgi?c=zoom&pk=83

（３） 変更があった規程類に関して JANPIA に報告しましたか。

☐ 変更があり報告済  ／  ☐ 変更があったが未報告  ／  þ 変更はなかった

→上記で「変更があったが未報告」を選択した場合、その理由を記載してください。

3．ガバナンス・コンプライアンス体制の整備・運⽤実績 
いずれかにチェック☑をつけていただき、項⽬ごとの設問に回答してください。

（１） 社員総会または評議員会、理事会は、規程類の定めるとおりに開催されていますか。

þ はい  ／  ☐ いいえ

→上記で「いいえ」を選択した場合、その理由を記載してください。
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（２） 内部通報制度は整備されていますか。 

þ はい  ／  ☐ いいえ 

→上記で「はい」を選択した場合、設置⽅法を以下から選んでください。（複数選択可） 

☐ 内部に窓⼝を設置 ／  ☐ 外部に窓⼝を設置 ／  þ JANPIA の窓⼝を利⽤ 
 

（３） 利益相反防⽌のための⾃⼰申告を定期的に⾏っていますか。 

þ はい  ／  ☐ いいえ  

→上記で「いいえ」を選択した場合、その理由を記載してください。 

 

 

（４） 関連する規程類や資⾦提供契約の定めるとおりに情報公開を⾏っていますか。 

þ はい  ／  ☐ いいえ 

→上記で「いいえ」を選択した場合、その理由を記載してください。 

 

 

（５） コンプライアンス責任者を設置していましたか。 

þ はい  ／  ☐ いいえ 

→上記で「いいえ」を選択した場合、その理由を記載してください。 

 

 

（６） ガバナンス・コンプライアンス体制の整備や強化施策を検討・実施しましたか。 

þ はい  ／  ☐ いいえ 

→【任意】上記で「はい」を選択した場合、どのような検討・実施をしたか事例を記載してください。 

2020 年 12 ⽉ 14 ⽇付けで(公財)⽇本⾮営利組織評価センターが実施する「グッドガバナンス認証」を取得済み。 

 

（７） 団体の決算書類に対する会計監査はどのように実施しましたか。本事業の最終年度の状況を選
択してください。（実施予定の場合を含む） 

☐ 外部監査  ／ þ 内部監査   ※（複数選択可） 

→上記で外部監査／内部監査を選択した場合、その実施者/実施時期を記載してください。 

毎年度総会開催前に監事２名(税理⼠、弁護⼠)により会計監査を実施。 

（2020 年 5 ⽉ 18 ⽇、2021 年 5 ⽉ 17 ⽇、2022 年 5 ⽉ 16 ⽇） 

 

（８） 本事業に対して、国や地⽅公共団体からの補助⾦・助成⾦等を申請、または受領していますか。 

☐ はい ／  þ いいえ：本事業へ直接ではないが、関連する事業(アフターケア等)では受領している 
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4．広報実績 
いずれかにチェック☑をつけていただき、設問に回答してください。 

（１）シンボルマークの活⽤状況 
☐ ⾃団体のウェブサイトで表⽰している ／ þ 広報制作物に表⽰している 
þ 報告書に表⽰している        ／ ☐ イベント実施時に表⽰している 
þ その他 

→「その他」を選択した場合は記載してください 
（⾃由記述）： 
 ・本事業助成⾦で取得した不動産(拠点)への掲⽰ 
・ニュースレターへの掲載 
・外部への説明資料等へ掲載 

 
 
 
  最終年度の広報実績について記載してください。 

広報種類 有無 内容 
メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・

雑誌・WEB 等） 
有 ・2022 年 7 ⽉ 31 ⽇(⽇)朝刊 紙⾯広告での紹介 

(シンポジウム登壇にて本事業の紹介) 
・2023 年 2 ⽉ 13 ⽇(⽉)北⻄ロータリー週報での紹介 
https://okayama-hokusei-rc.jp/img/tmp/7/_6709a699ae7b23f1f1537e903ff66529_627_60.pdf 

広報制作物等 有 ・2021 年 3 ⽉ 31 ⽇ニュースレター（Ｎｏ．２０） 
https://shelter-momo.org/cgi-bin/topics/index.cgi?c=zoom&pk=87 

報告書等 無  
 
 
5．その他（本助成を通じて組織として強化された事項や新たに認識した課題、今後の対応
/あればよいと思う⽀援や改善を求めたい事項など、⾃由にご記載ください。） 
 
 

 
 
【添付資料】 
 活動の様⼦がわかる写真 ５枚程度 
  JANPIA の事業報告書やWEBサイト、SNS等で公開可能な写真を５枚程度（1枚 2MB以下）ご提出

ください。（肖像権・著作権に⼗分にご注意ください。） 
 それぞれどんな場⾯の写真なのか、1枚あたり 50字から 200字程度で説明を記載していただきますよ

うお願いいたします。 
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購⼊物件の外観。既存のアフターケアの拠点から徒歩 10 分
ほどの距離にある。2 拠点体制となったことで、多様化する
利⽤者の個別ニーズに対応することが可能となった。 
交流スペースのほかに、「しぇあるーむ」を⼀室設け、関係団
体や個⼈から寄付された⾷料品や⽇⽤品を利⽤者が持ち帰
れるようにしている。 

 

 

 

フードバンク岡⼭やコストコなどからご寄付いただいた⾷
材等を利⽤して、ボランティアスタッフの⽅々に⼿作りいた
だいたお弁当を、毎週⽊曜⽇、来訪者に無償で提供している。 

 

岡⼭北⻄・北ロータリークラブと毎⽉ 1回懇談会を開催し、
意⾒交換を⾏っている。懇談を重ね、若者たちが直⾯する困
難についての理解が深まったことで、職場⾒学や体験の受⼊
れ企業の輪が広がり、実践的な取り組みにつながる事が出来
た。 
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「アフターケア勉強会」を全 3回開催。他地域でのアフター
ケアの取り組み事例や国の施策を、⾃団体だけではなく、関
係機関と⼀緒に学び、意⾒交換をすることで、今後の岡⼭で
のアフターケアを考えるためのネットワークづくりに取り
組んだ。事業終了後も継続的に勉強会を実施する予定であ
る。 

 
※ご提出をもって JANPIA での使⽤にご了承いただいたこととし、使⽤時に改めて確認はいたしま
せんので、ご承知のうえ、使⽤に差⽀えのない写真（使⽤許可をとった写真や個⼈が特定される写
真を避ける等）を選んでいただきますようお願いいたします。 


